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はじめに

　石川県尾口村尾添川の支流の目附谷（めっこだに）の

上流域は手取層群が分布し，古くから保存の良い植物化

石が産することで知られている（松尾ほか, 1976）。手

取層群の植物化石は葉体化石だけでなく，珪化木等の木

材化石も多産し，一部は直立樹幹（立株）として化石林

を形成している。小倉謙・小林貞一・前田四郎（Ogura

etal, 1951）は，白峰村桑島の通称「化石壁」と湯の谷

地域で確認された化石林を日本最古のものとして報告

し, 1957年に「手取川流域の珪化木産地」として2地点

が国の天然記念物に指定された。さらに1987年には「白

峰村百合谷（びゃこだん）の珪化直立樹幹」が石川県の

天然記念物に指定された（白峰村教育委員会,1989）。

　手取統から産する木材化石の樹種については，島倉巳

三郎がXenoxylonlatiporosum（Cramer）Gothanと同定し

てから（島倉，1932）,数多くの試料が検討されたにも

関わらず，すべて同じX latiporosumの1種のみしか報告

されていない（Ogura et al., 1951；石川県教育委員会，

1978；Suzuki and Terada, 1992など）。今回検討した目

附谷の木材化石に関しても, Ogura etal.（1951）は，

点数や試料の詳細はわからないものの採集地点に目附谷

と記録し，他の地点の樹種も含めて X. latiporosumの１

種のみであると報告している。また，松尾ほか（1975）

も写真や詳細な記載はないものの，目附谷から産する木

材化石はすべてXenoxylon属であると言及している。

　最近，岐阜県荘川村尾上郷谷の手取統で採集された木

材化石１試料が木生シダであることがわかり（寺田ほ

か,2001）,X. latiporosum以外の樹種も産する可能性は

十分にあることから，手取統の木材化石の十分な検討が

必要であることとなった。そこで本報では目附谷から新

たに採集した23点の木材化石につき検討した結果を報告

する。

手取層群の木材化石研究

　手取層群の木材化石の研究史に関しては，石川県教育

委員会（1978）や鈴木・寺田（1988）で大まかに触れら

れている。最も古い研究は, 1926年，田中睦男が岐阜県

の大白川のガキ沢から採集した珪化木を観察し，針葉樹

であることを明らかにした報告である（田中,1926）。そ

の後，東北帝国大学の卒業研究で手取川上流域に地質調

査に入っていた長尾捨一が，桑島の宿の庭にあった珪化

木を譲り受け，その標本を島倉巳三郎が樹種鑑定し，

Xenoxylonlatiporosum（Cramer）Gothanであると報告し

た（島倉,1932；Shimakura, 1936）。さらに小林貞ーが

白峰地域の調査で桑島「化石壁」と湯の谷地域に化石林

が存在することを明らかにし，日本最古の化石林として

「手取化石林」と呼び（小林, 1951）,小倉謙・小林貞

一・前田四郎（Ogura etal, 1951）は，この化石林の直

立樹幹を含め, 19地点から採集された珪化木を X.

latiporosumと同定した。

　その後,前田四郎が一連の手取層群の層序学的研究で，

石川，富山，福井，岐阜にまたがった広範囲に X.
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latiporosumが産することを言及し(前田, 1952, 1956,

1957a,b, 1961など），岐阜県荘川村尾上郷谷の東俣にも

X. latiporosumの化石林が存在することを報告した（前

田, 1954）。さらに前田は手取統に見られる化石林の産

状から堆積環境について議論し（前田, 1955a）,手取層

群の堆積相としてXenoxylon相を認識し，さらに立株状

の産状をする化石壁型と倒木状の産状をする赤岩型の２

タイプに分け，自ら認めた手取層群の3亜層群(九 頭竜

亜層群，石徹白亜層群 ,赤岩亜層群）から X.

latiporosumが産するとしている（前田, 1955b, 1961）。

また，前田四郎の研究の他に，河合ほか（1957）, 河合

正虎（1961）,塚野善三（1969）,大村一夫（1973）も詳

細な検討はされていないものの，地層の説明などに

Xenoxylonの珪化木が産すると記載されている。

　1975年から手取ダム建設に伴い水没する「化石壁」を

含めた手取川上流域の地質・古生物の詳細な調査が行わ

れ「手取川流域の手取統珪化木産地調査報告書」が発行

された（石川県教青委員会, 1978）。その中には，湯の

谷地域の化石林の産状や材の記載，年輪間隔の周期性な

どが記載された。1987年には「白峰村百合谷の珪化直立

樹幹」の石川県の天然記念物指定に伴い，国指定天然記

念物の桑鳥の「化石壁」と湯の谷地域の保存対策のため

の訓査が行われ（白峰村教竹委貝会1988）,その中で鈴

木・寺田（1988)は白峰村桑島の「化石壁」と百合谷か

ら新たに得られた9点の試料もすべてＸ.latiporosumであ

るとの報告をした（Suzukiand Terada,1992）。

　このように，今まで手取続から産する珪化木はすべて

Ｘenoxylonlatiporosumであったため，珪化木= Xenoxylon

latiporosumのイメージが強く，薄片プレパラートなどを

作成しないで，同定およびラベルついていることも少な

くない。　しかしながら,最近，寺田ほか（2001）は，岐

阜県荘川村尾上郷谷のコブ谷から採集した1試料が木生

シダ材化石であることを報告した。初めて手取層群から

Xen oxylon属以 外の木材化石が見つかったことになる
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(Terada et al.,in preparation) 。

採集地点と方法

　今回検討した23点の珪化木資料は，すべて石川県尾口

村目附谷上流域から採集されたものである表 1,図1 ）。

23点中22点は，関戸が1953年から目附谷の植物化石調査

の際に採集したものである。採集地点のLoc1 （図2）

は，紅滝付近の松尾ほか（1976）で迦称「ガレ」と呼ば

れたところで, Loc.2はLoc1より300m下流 , Loc.3はさ

らに200m下流である（図1）。 Loc.4はLoc1より2.5km

下流の右岸で（図）.ここでの１試料ＨＩＧ-1（図３）

は立株（直立樹幹）から採集したものである表 1）。

Loc.4の１試料以外は転石であるが，川による円磨がほ

とんど見られないのでほぼ近くの露頭より崩れ落ちたも

のと思われる。この23点中 3点の保存が悪く内部構造が

確認できなかった表 1)。またＸ-16とX-19は採集した

際には別々の番号をつけたが，割れた面がぴったりと接

合したため同一個体であることがわかった。そこで19点

の珪化木試料の木口面，板目面，柾目面の３方向の薄片

プレパラートを作成し，光学顕微鏡を用いて観察した。
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樹種について

　検討した多くの標本は炭化していて保存が十分でない

ため，最も保存の良かった標本X-35で詳細な検討を行

うこととした。

樹種:

Genus:XenoxylonGothan 1905

Species：Xenoxylonlatiporosum(Cramer）Gothan

材構造：

　材は仮道管と放射柔組織からなる針葉樹材で，樹脂細

胞，樹脂道を欠く。年輪界は明瞭で，早材部と晩材部の

移行は比較的急で，早材部は数十の細胞からなり，晩材

部は２～数細胞程度で狭い。年輪幅は0.5- ２ｍｍ程度

（Ｘー25は１ｃｍ程度）。仮道管の接線径は50-80μmで，放

射径は早材部で60-80 μm,晩材部で20-30μmである。

仮道管にはセブタ状の薄壁のチローシスが頻繁に確認さ

れる。仮道管の内壁およびチローシスには褐色の物質が

着いている。仮道管の放射壁には大型で上下に偏平な楕

円形の特徴的な有縁壁孔が密に接して１列に並ぶ。この

有縁壁孔の放射径は約30μm,垂直径は約20μmで開口

部は円形で約5μmである。放射組織は単列で，多くは

1～10細胞高で低い。分野壁孔は大型の窓型で, 1分野

に１個がほとんどである。放射組織内や仮道管中には結

晶は確認できない。

類縁：

　この材の特徴は明瞭な年輪界を持つ針葉樹材で，樹脂

細胞，樹脂道はなく，仮道管の放射壁には大型で偏平な

楕円形の有縁壁孔が１列に密に並び，分野壁孔は大きな

窓型である。以上の形質から，今まで報告されている

Xenoxylonlatiporosumであると思われる。 X-35以外の18

点も観察できる範囲ですべて上述の形質を持ち，異なっ

た点が見られないことから，すべて X. latiporosumであ

ると見なすのが適当である。

　X. latiporosumはCramer （1868)によってノルウェー

のスピッツベルゲンの上部ジュラ系から Pin utes

latiporosus Cramerとして記載された種で, Gothan

（1905）により, Xenoxylonとして組みかえられた。この

種はノルウェー以外に，イギリス，ポーランド，ドイツ，

ベトナム，ロシア中央部，シベリア，中国，朝鮮，アラ

スカなど北半球の広範囲から報告され（Tsunada and

Yamazaki,1987；Philippeand Thevenard,1996）,日本で

は，この手取層群のほか，新潟・富山県のジュラ系来馬

層群（Watari,1961；鈴木ほか.1982）,岡山県の三畳系

成羽層群（Shimakura and Fujiyama,1962)から報告さ

れている。

　また，この Xenoxylon属には10数種知られているが

（Philippeand Thevenard, 1996）,その類縁に関しては

未だ明らかになっていない。先達の研究から，ナンヨウ

スギ科，コウヤマキ科，マキ科などに属するとの見解も

あるが，中生代初期に多様化した針葉樹類のグループと

してKrausel（1949）が提唱したProtopinaceae（原マツ

科）に置いておく方が良いと考えている。

　Xenoxylon属はxeno-: 不明な, -xylon: 材で“材質不

明の材”ということから，ザイシツフメイ属と訳された

（松尾秀邦訳）（石川県教育委員会,1978）。ザイシツフメ

イ属と名付けられたためか，何種類かの葉体化石の幹で

あると間違って取られられることがあるが，材質不明と

言うのは現生種に類縁が考えられる分類群が存在しない

ためで, Xenoxylonlatiporosumという種は明らかに１種

である。

おわりに

　今回新たに検討した目附谷の手取層群からの珪化木19

点すべてが, Xenoxylonlatiporosum（Cramer）Gothanで

あると見なした。これは先達が報告されてきた手取層群

の珪化木の樹種結果と同じである。島倉や小倉の研究か

ら半世紀以上経っても，手取層群の木材化石は，寺田ほ

か（2001）の木生シダ材化石の１点にすぎず，それ以外

はすべてX. latiporosumであった。先達も指摘している

ように，手取層群からは数種の裸子植物の葉体化石が報

告されているにもかかわらず, 1種の木材化石しか見つ

からないのは非常に興味深いことである。

　前田（1955）が Xenoxylon latiporosumについて，1）地

史学上の課題. 2）植物分布区上の課題, 3）所属上の課

題の３つの課題を指摘した。地史学上の課題とは. X.

latiporosumは地層の対比の重要な資料となりうることか

ら，多くの産地からの発見を望むものであった。この課

題に関しては，その後の研究で多くの産地で X.

latiporosumが報告されることとなり，本報もそれを追随

するものとなった。２つめの植物分布区上の課題とは，

世界各地の資料と本邦産の資料の比較から，繁殖した環

境・古地理を明らかにすることであった。この課題に関

しては, Tsunada and Yamazaki （1987）が，三畳紀末

からジュラ紀にヨーロッパからアジアにかけて北半球に

分布を広げたＸenoxylon属は，白亜紀にはヨーロッパか

ら衰退し，白亜紀後期にはサハリンやアラスカにわずか

に分布変遷していったこと指摘した。さらに最近では

Philippeand Thevenard （1996）が，中生代を通じての
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Xenoxylon属の分布と大陸の分布から，極に近い冷涼で

かつ大陸縁の比較的湿潤な環境に繁茂していたことを言

及している。　３つめの所属上の課題とは，地層から

Xenoxylonlatiporosumに結合する枝や葉・種子を探し出

し，所属の解明をしたいというものであった。この課題

に関しては，これほど汎北半球で報告されているにもか

かわら･ず，明らかになっていない。結合する葉体化石も，

共産することが多い Podozamites属の可能性を指摘する

研究者もいるが，明らかになっていない（Philippe and

Thevenard, 1996）。このように前田（1955）が指摘した

３つの課題のうち, 3つめの所属上の課題が未だに解明

されていないことになる。

　近年，手取層群における恐竜化石などの脊椎動物化石

の発見から各地で大規模な調査が行われ，珪化木などの

木材化石も時折採集されている。珪化木は一見したとこ

ろでは樹種がわからないことから，珪化木= Xenoxylon

latiporosumと片づけられるきらいがある。しかしながら，

新たな樹種の発見や Xenoxylonの所属上の問題などを明

らかにするため，今後も一つ一つ詳細な検討が必要であ

ると思われる。
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要　旨

寺田和雄・関戸信次・東野外志男, 2002,石川県尾口村目附谷の手取層群から産出した木材化石。手取

川流域中生代手取層群調査報告書, 31-３7.

　石川県尾口村尾添川の支流目附谷の手取層群から新たに採集した23点の木材化石の樹種を検討した。

試料は目附谷上流域の4ヵ所から採集したもので, 1点は直立樹幹，それ以外は転石であった。23点中，

内部構造が保存されていたものは19点で，そのすべてが，原マツ科（Protopinaceae）の Xenoxylon

latiporosum（Cramer）Gothanであった。この結果は，先達の手取層群の木材化石の研究と同じで，

Xenoxylonlatiporosumの1種が手取層群内に多産することをさらに裏付けた。
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